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本研究の目的は, 中学校保健体育科保健分野の医薬品の学習に活用でき るデジタル絵本教材の開発とその教育的効果を
検証することである。 医薬品の使用は場面や状況によって行動が様々であり, 中には使用しない場合も想定されるため, 
学習したことと医薬品の使用場面が生活の中で結びつきにくい可能性がある。 そこで授業に活用できる教材として, 医薬
品の使用場面のイメージと具体的な学習内容を盛り込んだ, デジタル絵本教材を開発した。 本教材の教育的効果を検証す
るため, 授業実践の事前 ・ 事後のテスト及び意識調査を生徒に実施した。 分析結果から医薬品を正しく使用するための知
識 ・ 理解の定着が図れ, 生徒は医薬品の学習に対する楽しさや興味 ・ 関心が高まり, 授業もわかりやすいと感じたことが
分かった。 また 「イメ ージしやすい」 「見やすい」 といった肯定的意見が多 く得られ, 中学校医薬品の学習にデジタル絵
本教材は効果的であることが分かった。 
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1 . はじめに
1 .1 中学校保健分野医薬品学習の現状と課題
今次の学習指導要領の改訂に伴って, 中学校保健体育
科保健分野 (以下保健分野) では, 医薬品の学習が高等
学校から中学校に移行し, 高等学校ではさらに学習内容
の充実が図られた。 現行の中学校学習指導要領(文部科
学省2008a) における医薬品の学習に関わる記載を見る
と, 新規の内容として 「健康の保持増進や疾病の予防に
は, 保健・ 医療機関を有効に利用することがあること。 
また, 医薬品は正しく使用すること」 と示されている。
中学校学習指導要領解説保健体育編 ( 文部科学省2008 
b) では, その内容が 「医薬品には, 主作用と副作用が
あることを理解できるようにする。医薬品には使用回数, 
使用時間, 使用量などの使用法があり, 正しく使用する
必要があることについて理解できるようにする」 と具体
的に示されている。
高等学校では中学校での学習内容を踏まえ, 「医薬品
には, 医療用医薬品と一般医薬品があること, 承認制度
により有効性や安全性が審査されていること, 及び販売
には規制があること」 (文部科学省2009) などの学習内
容が新たに盛り込まれ, 中学校から高等学校を通じて, 
指導内容の積み上げが求められている。
このように医薬品の学習が学校教育に位置付けられる
中, 堺ら (2013) の中・ 高校生の医薬品使用における調
査では, 医薬品の使用を大人に相談することなく自己判
断で行っていたり, 友人から医薬品をもらったり したな
どの経験が, 思春期に多く見られることが報告されてい
る。 また, 医薬品をのむ時間やのむ量を守らないといつ
授業実践
た不適切な使用行動もみられることが分かっている。
一方, 学校現場では中 ・ 高校生を対象とした医薬品に
関する学習の実践が進められている。 例えば高等学校で
は富岡ら (2012) が, 医薬品を正しく活用できる力の育
成をねらいとして, 科目 「保健」 と 「総合的な学習の時
間」 の2回にわたる授業プログラムを構築し, 介入によ
る効果について授業実践を行い検討している。 結果, 医
薬品に関する知識や理解は大きく向上したものの, 医薬
品を正しく使用する行動については若干の改善に留まっ
た。 ここでは, 課題として医薬品の授業をより工夫させ
る必要性と, 医薬品の教育の在り方を吟味していく こと
の必要性が述べられている。
中学校では上田ら (2013) により, 「医薬品の正しい
使い方」 を主題と した, グループワーク主体の授業モデ
ルの提案がなされている。 結果, 医薬品に関する基礎的
な知識や医薬品の学習に対する意識は向上した。 しかし, 
医薬品を 「時間を守らずにのんだ」 「効き目がないと感
じたので量を増やした」 「飲み物なしでのんだ」 など,
学習した後も不適切な使用行動が見られた。 また, 医薬
品を 「たまに使用する」 (33.9%) 「まったく使用しない」
(11.9%) といった生徒もいることが分かっている。 そ
のために生徒の中には医薬品の使用場面に対するイ メー
ジがもてなかったことも考えられる。 今後はこれらの生
徒を含めた, 医薬品の適性使用を促す指導内容や指導方
法の検討が課題である。
このよう な医薬品に関する, 中・ 高校生の意識調査や
授業実践における教育的効果についての研究は非常に少
なく, とりわけ中学校では新規の学習内容であるため, 
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教材や教具, 指導方法が十分に整っているとは言い難い
状況である。 
1.2 デジタル絵本教材活用の現状と課題
上述の背景を踏まえ, 医薬品の学習に活用できる教材
として, 鈴木ら (2013) が開発したデジタル絵本教材に
注目したい。 鈴木ら(2013) は 「絵と言葉からなる画面
をスト ーリ ー展開に沿って連ねられた絵本は, イ メ ージ
を伝えやすく, 内容理解を容易くするメディ アである」
と解釈し, イメージしにくい教科や単元, 学習に絵本仕
立ての教材が活用できるのではないかと考えた。 そこで
小学校家庭科における, デジタル絵本教材を開発し, 授
業実践を通して評価を行った。 このデジタル絵本教材は, 
イメージを伝える絵本画面から, 認知面である具体的な
学習内容を示す写真や動画を盛り込んだリ ンク画面にと
ぶ構造である。
鈴木ら (2013) が開発したこのデジタル絵本教材は, 
家庭科のイメージを広げ, 学習内容を具体的に伝えるこ
とに有効であることが分かった。 こう したデジタル絵本
教材を制作し, 幅広く活用することは学習内容の理解を
促すことに効果的であると考える。 しかし報告されたデ
ジタル絵本教材活用の有効性については, 小学校家庭科
のガイ ダンスの授業に限定したものである。 先行研究に
おいても保健分野の活用例は見られない。 
1.3 本研究の目的
医薬品の使用場面は人によって異なり, 正しい知識と
使用場面が結び付きにくいことが考えられる。 また生活
の中での医薬品の使用も, 場面や状況が多岐にわたると
考えられる。 そこで医薬品の使用場面をいくつか設定し, 
その場面や状況を絵と言葉を用い, イメージとして伝え
ることが可能な絵本の活用は有効であると考える。
よって本研究では, 医薬品の学習に活用できるデジタ
ル絵本教材の開発及び教育的効果を検証することを目的
と した。 
2 . 研究方法
2.1 動作環境
本教材は学校現場で普及している機器環境を考慮し, 
OS は Windows 7 , 開発ツールは Microsoft Office 
Powerpoint 2010を使用した。 授業はパソコンとプロジェ
クタ, 又は電子黒板などを活用することで実施できる。 
2.2 デジタル絵本教材の内容構成
本教材は, 医薬品の学習に活用できるデジタル絵本教
材 『医薬品はじめの一歩』 である。 鈴木ら(2013) が開
発した, 小学校家庭科におけるデジタル絵本教材を参考
に制作した。
絵本画面は全 8 画面, リンク画面は全12画面, 合計20 
画面で構成した (図 1 )。 本教材の絵本画面では, 絵と
言葉を用い, 生活の中で医薬品を使用する場面を表現し
た。 リ ンク画面では写真や図表を用い, 具体的な学習内
容を提示した。
絵本画面 1 は題名を表記している。 題名にある 「はじ
めの一歩」 とは, 医薬品を取り扱う学習に対し抵抗感を
和らげ, 初めて学習する内容であることを意図した。 ま
たその文字は薬の形を盛り込んだ絵文字にすることで, 
剤形から学習に興味をもたせる画面と した。 絵本画面2 
から絵本画面7 では, 生活に密着した医薬品の使用場面
を設定し, 医薬品の使用方法に関する間違いを表現した。 
その間違いの解説は, リ ンク画面1 からリ ンク画面8 に
提示した。 主な内容は, 中学校学習指導要領解説保健体
育編 (文部科学省2008b) , 財団法人日本学校保健会
(2011) が発行している指導者用の解説を参考に 「医薬
品の正しい使い方」 「医薬品と自然治癒力の関係」 など
とした。 そして絵本画面8 では, 学習の振り返りを促す
問いかけを表現した。 対応するリ ンク画面9 からリ ンク
画面12の中で 「医薬品の正しい使い方とは」, 「なぜ正し
い使い方が必要か」, 「自然治癒力が必要なわけ」 を確認
し学習のまとめを提示した。 
2.3 解説書の内容
本教材 『医薬品はじめの一歩』 の使用方法を, 教員に
分かりやすく提示するため, 以下 4 項目について解説書
を作成した。
①デジタル絵本教材の基本操作
画面に使用しているマークの説明と画面の切り替え操
作などの手順を説明した。
②全画面の紹介
本教材の全画面とそれぞれの関係を相関図にし, 教材
の流れを俯瞰できるようにした(図 1 )。
③絵本画面とリ ンク画面の関係
絵本画面のどこにリ ンクがあるのかを囲みで表示し, 
対応するリンク画面を矢印で示した (図 2 )。
④各画面のリ ンク箇所と学習内容
各画面の関係とそれぞれの画面に含まれる学習内容を, 
授業の流れに沿って解説した。 
2.4 授業実践の対象と実施時期
調査は, 研究協力校の A市内公立 B中学校の 3 年生
66名を対象に, 2013年 1 月から3 月にかけて実施した。 
授業は教職歴 5 年の中学校保健体育科教諭 1 名が行った。 
授業者はこれまで, 公財日本学校保健会編集の学校環境
衛生活動実践事例集において, 保健学習の授業実践を行
い, 資料を提供した経緯がある。 また, 平常の授業では, 
PPT を活用した教材や, 動画などの視聴覚教材を用いた
ICT活用を積極的に取り入れている。
生徒の実態は, 3 年生80名といった比較的少人数では
あるが学力, 生活状況などは一般的である。 デジタル教
材を活用した授業実践を行うにあたり, 生徒は当該学年
より, 本授業者に指導が代わり, デジタル教材活用に対
する, 違和感はないものと考えられる。 
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図 1 『医薬品はじめの一歩』 全画面
2.5 調査方法 保健体育編 (文部科学省2008b) 及び財団法人日本学校
調査は上述したデジタル絵本教材を活用 した授業群
(以下デジタル絵本群) 43名と, 一般的な授業形態とさ
れる教科書を中心とした授業群 (以下教科書群) 23名の
2 群を構成し比較を行った。 授業開始1 週間前に事前テ
ストを, 授業終了 1 か月後に事後テストを行った。授業
直後には授業に関する意識調査を行った。 各テスト及び
意識調査は無記名自記式とし, 回答方法と回答の拒否が
できることについてフェイスシートおよび口頭で説明し
たうえで, 授業者が実施した。 
2.6 調査内容
事前・ 事後テストの内容は, 中学校学習指導要領解説
保健会発行 (2011 ) の指導者用の解説を参考に, 医薬品
に関する知識 ・ 理解を問う内容として, 両群同一の10問
を設定した。 問いの内容は, 正誤の選択肢による回答と
して, ①薬は自然治癒力を助ける働きがある。 ②薬をお
茶やジュースでのんでもかまわない。 ③薬はいつのんで
もかまわない。 ④薬をのみ忘れた時は2 回分のんでもか
まわない。 ⑤症状が似ていれば, 家族や友達の薬をのん
でもかまわない。 ⑥薬には主作用と副作用がある。 ⑦薬
を正しく使う と副作用はおこらない。 ⑧薬の効き目がな
いと感じた時どのよう な選択をしますか。 の8 問, 記述
による回答と して, ⑨自然治癒力を高める方法と して, 
何が大切だと思いますか。 ⑩医薬品の正しい使い方につ
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いて, わかることを書いてく ださい。 の2 問である。
授業直後の意識調査の内容は, 保健学習推進委員会報
告書 (財団法人日本学校保健会, 2005) の調査研究を援
用し, 医薬品の授業に関する意識について両群同一 の5 
項目を設定した。 問いの内容は, ①医薬品の学習は, 楽
しく取り組めましたか。 ②医薬品の学習に, 興味や関心
がもてましたか。 ③医薬品の授業は, わかりやすいと感
じましたか。 ④医薬品の学習は, これからの自分自身の
生活に役立つと思いますか。 ⑤医薬品の学習は大切だと
思いますか。 加えてデジタル絵本群には, デジタル絵本
教材の活用に関する意識について, 鈴木ら (2013) の研
究で示された, 児童用調査項目を援用し, 5 項目を設定
した。 問いの内容は, ①楽しく取り組めたか②興味や関
心が持てたか③分かりやすかったか④絵本画面はイメ ー
ジしやすいか⑤リ ンク画面は具体的にわかるか, である。 
なお, デジタル絵本群には, 本教材についての有効点や
改善点を把握するため, 自由記述による回答欄を設けた。 
2.7 分析方法
分析は, 事前・ 事後テスト及び意識調査の3 回分が回
収できた, デジタル絵本群40名と教科書群20名を対象と
した。 まず両群の事前 ・ 事後テストにおいて, 問い①~ 
⑦は 3 件法による正誤で, 問い⑧を4 件法による正誤で
尋ね, 正答を1 点, 誤答を0点とし, 平均値を算出した。 
事前 ・ 事後テストの群間の比較には対応のないt検定を, 
群内には対応のある t 検定を行った。 さらに問い毎にも
事前・ 事後テストの群内や群間で比較した。 正誤の選択
肢による問題についてはx2検定を, 問い⑨, 問い⑩の
記述式の問題についてはt検定を行った。
医薬品の授業に関する意識調査は, 興味 ・ 関心を問う
3 項目と, 必要性や重要性に関する2 項目を4 件法で尋
ねた。「そう思う」 を4点, 「どちらかと言えばそう思う」
を3点, 「どちらかと言えばそう思わない」 を2点, 「そ
う思わない」 を1 点として両群の平均値と標準偏差を算
出し, 対応のない t検定を行った。
デジタル絵本群の本教材に関する意識調査では, デジ
タル絵本教材を活用した学習に関する意識について3 項
目, 本教材の構造に関する意識について2 項目を4 件法
で尋ねた。「そう思う」 を4 点, 「どちらかと言えばそう
思う」 を3点 , 「どちらかと言えばそう思わない」 を2 
点 , 「そう思わない」 を1点と して, それぞれの項目の
平均値と標準偏差を算出した。
自由記述欄の内容は共同研究者 3 名により, 本教材に
対する肯定的意見と否定的意見とに分類し, 評価の参考
にした。
なお, 医薬品の知識 ・ 理解に関する両群の事前テスト
は, 対応のない t検定を行ったとこ ろ, 正答率の平均に
有意差は認められなかった。 よって差のない両群に各授
業を実施し, 意識調査及び事後テストの分析を通して教
材の評価を行った。 本研究の統計上の有意水準は5 % と
した。 
2.8 授業内容と展開
授業内容は中学校学習指導要領解説保健体育編保健分
野 (文部科学省2008b) の医薬品に関する内容を踏まえ, 
医薬品には①主作用と副作用があること, ②使用回数や
使用時間, 使用量などの使用法があること, ③正しく使
用する必要があることについて理解できるように設定し
た。
加えて, 医薬品に関する教育の進め方においては, 
「学校における保健に関する指導においては, 一次予防
の視点が重要であり, 健康の保持増進や疾病の予防には, 
食事, 運動, 休養及び睡眠の調和のとれた生活が必要で
あることを理解できるよう にする必要がある」 (財団法
人日本学校保健会2011) ことから医薬品と自然治癒力と
の関係や自然治癒力を発揮させるための健康三原則を守
ることの重要性についても理解できるように設定した。 
1 ) デジタル絵本群の授業展開
デジタル絵本群の授業に関しては, デジタル絵本教材
『医薬品はじめの一歩』 を活用し, 医薬品の教育に関す
る実践事例集 (公益財団法人日本学校保健会2012) に掲
載されている, 題材 「医薬品のはじめの一歩」 の展開例
に基づいて行った。 表1 は, それを抜粋した授業展開例
である。
なお, デジタル絵本群の指導の手順は, 1 . 授業者に
よる絵本画面の読み聞かせ, 2 . 生徒の活動, 3 . リ ン
ク画面で内容の確認及び授業者による解説の順で, 1 画
面ずつ進める展開で行った。
表 1 デジタル絵本群の授業展開
学習内容 ・ 学習活動
導 
入 
0本時の学習内容の確認 (絵本画面 1 ) 
・ 学習する目的を知り, 本時の見通しを持つ. 
展 
開 
0医薬品の役割 (絵本画面 2 ) 
・ 発熱した時の対処法について考える( リンク画面1 ・2 ) . 
0自然治癒力と医薬品の関係 (絵本画面 3 ) 
・ 自然治癒力と医薬品の関係について発表する ( リンク画 
面3 ) . 
0医薬品の種類 (絵本画面 4 ) 
・ 使い方による分類がわかる ( リンク画面4 ) . 
0使用方法を守る理由 (絵本画面 5 ) 
・ 血中濃度と使用量, 使用時間, 使用回数についての関係 
を理解する ( リンク画面5 ) . 
・ 使用方法について誤りを探す( リンク画面5 ・6 ) . 
0医薬品の主作用と副作用 (絵本画面 6 ) 
・ 主作用・ 副作用について誤りを探す( リンク画面7 ) . 
0健康三原則 (絵本画面 7 ) 
・ 自然治癒力を発揮するためのよく ない行動について探す 
( リンク画面8 ) . 
ま 
と 
め 
0本時の振り返り (絵本画面 8 ) 
・ 医薬品の正しい使い方についてまとめる ( リンク画面9 
~ 12) . 
2 ) 教科書群の授業展開
教科書群の授業に関しては, 指導の手順を表2 に示し
た授業展開例に従って行った。 また, 使用した指導用資
料は, 検定済みの教科書 (東京書籍2012) 及び授業用ワー 
クシー ト(展開例に準じたワークシート) を用いた。 下
表の展開部分の文言は , 財団法人日本学校保健会
(2011) の指導者用の解説を参考にしている。 また, 授
業内容はデジタル絵本群と基本的に同じである。
表 2 教科書群の授業展開
学習内容 ・ 学習活動
導 
入 
0本時の学習内容の確認 
・ 医薬品の学習の日的を確認する. 
・ 医薬品の種類と分類方法について知る. 
展 
開 
0医薬品の役割 
・ 医薬品と体との関係について考える. 
0自然治癒力と医薬品の関係 
・ 健康三原則が大切な理由について理解する. 
0使用方法を守る理由 
・ 医薬品の体内での働きを知り, 血中濃度について理解する. 
・ 正しい使用量, 使用時間, 使用回数について理解を深める. 
0医薬品の主作用と副作用 
・ 主作用 (医薬品を使用する本来の目的である, 病気を治 
したり軽く したりする働き) を理解する. 
・ 副作用(医薬品本来の目的以外の好ましく ない働き) を理 
解する. 
・ 副作用が起こりやすい主な原因を確認する. 
ま 
と 
め 
0本時の振り返り 
・ 医薬品の正しい使い方についてまとめる. 
3 . 結果と考察
3.1 医薬品の知識・ 理解
医薬品の知識 ・ 理解に関しての問いは, 事前テストに
おいて, 正答率の平均に群間の差はみられなかったが, 
事後テストではデジタル絵本群が有意に高い結果であっ
た。 各群内における事前・ 事後テストの比較では, 教科
書群は若干の増加に留まり, 差はみられなかった。 デジ
タル絵本群では事後の正答率が有意に向上した。 よって
群間, 各群内共に全体をみると, 正答率の平均はデジタ
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図 2 解説書③の例
ル絵本群が有意に高い結果であった (表 3 )。
表 3 各群の平均値と標準偏差 (14点中)
教科書群 デジタル絵本群 検定
(N= 20) (N= 40) 
事前テスト
事後テスト
検定
8.45±1.99 
8.75±2.85
n.s. 
8.48±2.90 n.s 
10.15±2.76 *
** 
数値は平均値±S.D. t検定 *P< 0.05 **P< 0.01 
次に表4 , 表 5 に示した問いごとの分析結果から両群
を比較する。 まず, 教科書群の正答率の平均は, 事前・ 
事後テストでは全問いにおいて有意な差は認められなかっ
た。 問い② 「薬をお茶やジュースでのんでもかまわない」, 
③ 「薬はいつのんでもかまわない」, ⑤ 「症状が似てい
れば, 家族や友達の薬をのんでもかまわない」, ⑥ 「薬
には主作用と副作用がある」, ⑧ 「薬の効き目がないと
感じた時, どのような選択をしますか」 においては改善
の傾向がみられた。 しかし問い④ 「薬をのみ忘れた時は
2 回分のんでもかまわない」 と⑦ 「薬を正しく使う と副
作用はおこらない」 に関しては減少し, 問い① 「薬は自
然治癒力を助ける働きがある」 は変化がみられなかった。 
記述による回答も, 平均個数に大きな差はなく, 問い⑨
「自然治癒力を高める方法と して, 何が大切だと思いま
すか」 については若干の増加, 問い⑩ 「医薬品の正しい
使い方について, わかることを書いてく ださい」 は減少
した。
デジタル絵本群の正答率の平均は, 教科書群と同様の
問い① 「薬は自然治癒力を助ける働きがある」 において, 
変化がみられなかったものの, 他の問いは増加し, 改善
の傾向がみられた。 特に問い② 「薬をお茶やジュースで
飲んでもかまわない」, ④ 「薬をのみ忘れた時は2 回分
のんでもかまわない」, ⑤ 「症状が似ていれば, 家族や
友達の薬をのんでもかまわない」, ⑧ 「薬の効き目がな
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いと感じた時, どのよう な選択をしますか」 と, 記述に
よる回答の問い⑨ 「自然治癒力を高める方法として, 何
が大切だと思いますか」, ⑩ 「医薬品の正しい使い方に
ついて, わかることを書いてく ださい」 においては有意
な増加がみられた。
群間の比較では, 問い⑦ 「薬を正しく使う と副作用は
おこらない」 の正答率が, 事前テストではそれぞれ65.0 
%であったが, 事後テストでは教科書群が50.0%, デジ
タル絵本群が77.5% で正答率に差がみられた。 また主作
用と副作用に関する知識 ・ 理解については, 両群共に問
い⑥では改善傾向がみられたものの, 問い⑦では事後テ
ストの結果, デジタル絵本群では向上した。 よって医薬
品の副作用の知識, 理解に関しては, デジタル絵本教材
を活用することで, 教育的効果があったと考える。 その
背景と しては 『医薬品はじめの一歩』 のリ ンク画面7 
(図 1 ) の内容が挙げられる。 医薬品の主作用と副作用
の関係について, 視覚を重視した表現により説明してい
る点が, 生徒の理解度を深める結果になったと考える。
以上, 両群の事前テスト を踏まえ, それぞれの授業を
介入したところ, 医薬品の知識・ 理解に関する学習内容
は, 教科書群では概ね向上し, デジタル絵本群は10問中
6 問に有意な向上が見られた。 中でも記述による回答は
有意に増加した。 また, デジタル絵本群の正答率が減少
した問いが1 問もなかった点は, 本教材のプラスの効果
と言えよう。 これらの点からも, デジタル絵本教材の活
用により, 医薬品の知識や理解に関する学習内容の定着
は, 概ね図ることができたものと考える。
しかし問い① 「薬は自然治癒力を助ける働きがある」
の学習内容においては, 両群共にプラスの変化がみられ
なかった。 また両群の正答率は, 教科書群で60.0%, デ
ジタル絵本群で70.0% と, 他の問いに比べても低く, 改
善が見込めなかったことから, 教材の修正が必要である
と考える。 
3.2 医薬品の授業に関する意識
医薬品の授業に関する意識を尋ねた結果は, 表 6 に示
す通りである。 まず, 興味 ・ 関心にかかわる項目①学習
の楽しさ, ②学習の興味 ・ 関心, ③授業のわかりやすさ
に関して, 平均値を比較すると, 教科書群は 2 点台であ
るのに対し, デジタル絵本群は3 点台で有意に高い評価
であった。 医薬品の学習の必要性に関する項目④生活に
役立つとした回答は, デジタル絵本群が有意に高い意識
を示したが, 教科書群も①から③の興味 ・ 関心に関する
項目に比べ, 意識は高かった。 医薬品の授業の重要性に
関する項目⑤医薬品の学習は大切とする回答は, 両群共
にさらに意識は高く, 群間に差はなかった。
つまり, 医薬品の学習に関しては, 両群共に今後の自
分自身に必要であり, 重要であるとの意識を持っている
が, 授業への参加や取り組む意欲に差があり, 医薬品の
学習に対する意識に関わる効果と して, デジタル絵本教
材の活用は, 有効に作用したものと考えられる。 
表 4 両群の医薬品の知識・ 理解に関する問い別事前・ 事後テストの結果 (正誤による回答) 
項 目 教科書群 ( N = 20) 事前テス ト 事後テスト
デジタル絵本群 ( N = 40) 
事前テスト 事後テスト
事後テス ト
群間の検定 
正 
①薬は自然治癒力を助ける働き _ . 
がある。 誤 
群内の検定 
12 (60.0) 12 (60.0) 
8 (40.0) 8 (40.0) 
28 (70.0) 28 (70.0) 
12 (30.0) 12 (30.0) 
n.s. 
n.s. n.s. 
正 
薬をお茶やジュースでのんで _ ロ
もかまわない。 - 群内の検定 13 (65.0) 18 (90.0) 7 (35.0) 2 (10.0) 31 (77.5) 38 (95.0) 9 (22.5) 2 (5.0) n.s. n.s. * 正 薬はいつのんでもかまわない。 誤 
群内の検定 
17 (85.0) 18 (90.0) 
3 (15.0) 2 (10.0) 
37 (92.5) 39 (97.5) 
3 (7.5) 1 (2.5) 
n.s. 
n.s. n.s. 
正 
④薬をのみ忘れた時は2 回分の _ . 
んでもかまわない。 
群内の検定 
20 (100.0) 19 (95.0) 
0 (0) 1 (5.0) 
34 (85.0) 39 (97.5) 
6 (15.0) 1 (2.5) 
n.s. 
n.s. * 
正 
⑤症状が似ていれば, 家族や友 ーロ
達の薬をのんでもかまわない。 - 群内の検定 16 (80.0) 18 (90.0) 4 (20.0) 2 (10.0) 34 (85.0) 39 (97.5) 6 (15.0) 1 (2.5) n.s. n.s. * 正 薬には主作用と副作用がある。 誤 
群内の検定 
16 (80.0) 19 (95.0) 
4 (20.0) 1 (5.0) 
34 (85.0) 37 (92.5) 
6 (15.0) 3 (7.5) 
n.s. 
n.s. n.s. 
正 
、7)薬を正しく 使うと副作用はお _。 
こレ:)ない。 
群内の検定 
13 (65.0) 10 (50.0) 
7 (35.0) 10 (50.0) 
26 (65.0) 31 (77.5) 
14 (35.0) 9 (22.5) * 
n.s. n.s. 
正 
:E)薬の効き目がないと感じた時, _ . 
どのような選択をしますか。 誤 
群内の検定 
16 (80.0) 18 (90.0) 
4 (20.0) 2 (10.0) 
31 (77.5) 38 (95.0) 
9 (22.5) 2 (5.0) 
n.s. 
n.s. * 
正誤の数値は該当者数 : 人 (該当者数に対する割合 : %) x 2検定 *P< 0.05 
数値は平均値±S.D. t検定 *P< 0.05 
表 6 医薬品の授業に関する意識
項 目
①医薬品の学習は, 楽し 2.05±0.61 3.25±0.67 
く 取り組めましたか, 
④医薬品の学習は, これ 3.25±0.72 3.60±0.55 
からの自分自身の生活に
役立つと思いますか。 
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表 5 両群の医薬品の知識・ 理解に関する問い別事前・ 事後テストの結果 (記述による回答) 
項 目 教科書群 ( N = 20) デジタル絵本群 ( N = 40) 事後テス ト群間の検定 
事前テス ト
自然治癒力を高める方法と して, . 
, 、 。 事後テス ト可が大切だと思いますか。 
群内の検定 
0.95 ±1.23 
1.00±1.34 
1.25 ±1.24 
1.73±1.41 * 
n.s. * 
事前テス ト
医薬品の正しい使い方について, . 事後テス トtつかることを書いてく ださい。 - 群内の検定 1.35±0.93 1.15±0.99 0.88 ±1.07 1.18±1.13 n.s. n.s. * 
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ずれていたという, 機能面の指摘が 1 件あったため修正
を加える必要があると考える。
このよう にデジタル絵本群の意識調査では, 本教材の
修正が若干必要であることが分かったが, 生徒による評
価は概ね良く, イメージや具体を伝えることに効果的で
あると言えよう。
表 7 デジタル絵本教材の活用に関する意識
項 目
①楽しく 取り組めた 3.20±0.82 
②興味や関心が持てた 3.05±0.90 
⑤医薬品の学習は大切だ 3.40±0.68 3.63±0.54 
と思いますか。 
③分かりやすかった 3.23±0.86 
④絵本画面はイメージしやすい 3.33±0.76 
教科書群 デジタル絵本群検定
(N= 20) (N= 40) 
②医薬品の学習に, 興味 2.55±0.83 3.23±0.83 ** 
や関心がもてましたか。 
③医薬品の授業は, わか 2.30±0.73 3.38±0.71 ** 
りやすいと感じましたか。 デジタル絵本群
(N= 40) 
数値は平均値±S.D. t検定 *P< 0.05 ** P< 0.01 ⑤リンク画面は具体的にわかる 3.33±0_73 
3.3 デジタル絵本教材の活用に関する意識
デジタル絵本群には授業直後に本教材についての意識
調査を行った (表 7 )。 結果, 全項日において3 点以上
が得られ, 本教材に対しては, 高く評価していることが
わかった。 つまり項目①②③より, 生徒は本教材を活用
した学習について, 楽しく興味, 関心も持って取り組ん
だことが分かった。 またわかりやすい授業になることも
分かった。 本教材を活用した学習は, 肯定的回答が多く
得られ概ね良い結果であった。
次に本教材の構造においての項目④⑤では, 絵本画面
はイメージしやすいとする回答と, リ ンク画面は具体的
に分かるとする回答が多く得られた。 これは, イメ ージ
と具体的な学習内容を伝えやることに有効とする鈴木ら
(2013) の, デジタル絵本教材の特徴が反映されたもの
と考える。 よって中学校の医薬品の授業に関してもデジ
タル絵本教材は, イメージや具体的な学習内容を伝える
ことに効果的であることが示唆された。
自由記述欄の感想や意見では, 本教材は 「見やすい」
「わかりやすい」 「絵が良かった」 「イ メージしやすい」
「写真が良かった」 など肯定的な回答が30件あった。 具
体的には 「本スライ ドの絵本はわかりやすく実際のイメー
ジが浮かびやすかったです」 「さとし(主人公) の間違っ
た例 (使い方) でわかりやすく理解できた」 「絵とかが
多く て見やすかった」 といった記述である。 逆に否定的
な意見は 「ごちやごちやしてあまりよく ないと思います」
「まあまあ」 「すぐに間違いが分かるからちよつと面白く
なかった」 の3件であった。 また, リ ンクの箇所が少し
数値は平均値±S.D 
4 . まとめと今後の課題
本研究では, 中学校の保健分野における医薬品の学習
を対象に, デジタル絵本教材の開発及び教育的効果を授
業実践の比較を通して検証した。 本研究の結果から, デ
ジタル絵本教材は改善すべき点が若干あるものの, 医薬
品の知識 ・ 理解が一層深まることが認められた。 特に医
薬品の副作用や自然治癒力を高める方法に関する知識や
理解には, 教材の有効性が示唆された。
医薬品の授業に関する意識では, 両群共に医薬品の学
習は自分自身の生活に必要であり, 重要であるとする意
識は高かった。 さらにデジタル絵本教材を活用すること
で, 医薬品の学習の楽しさや興味 ・ 関心, 授業のわかり
やすさといった意識も向上するものと考える。
さらに本教材の構造に関しての評価では, イ メ ージと
具体を伝えることに効果的であることが示唆された。 こ
れは生徒の自由記述による回答からも明らかであり, 中
学校の医薬品の学習において, デジタル絵本教材は有効
に活用できることを示すものである。 よって中学生に対
してもイメージしにくい教科や単元及び学習に, 絵本仕
立ての教材が活用できる可能性に示唆を与えたといえよ
う o
しかし, 本研究では次のよう な課題が残った。 まず, 
教科書を用いた教科書群については, サンプル数が少な
いため効果評価には課題が残ると考えられる。 今後は授
業実践の蓄積を要するところである。 2 点目は本教材の
教育的効果は, 『医薬品はじめの一歩』 の画面全体を通
58 学校教育学研究, 2016, 第29巻
して示したものである。 そのため医薬品の使用場面にお
いて, 筆者の意図したイメージを, 生徒が正しく受け取っ
ていたかについての分析は, 不十分であると考える。 場
面ごとに何をどのようにイメージしたかについて調査し, 
教材の質を高めていく必要がある。 また, デジタル絵本
教材の汎用性の拡大も今後の課題とする。 
謝辞
本研究は文部科学省科学研究費補助金 (基盤研究C : 
セルフメ デイケー シヨンの担い手を育成する医薬品教育
プログラムの開発 課題番号: 24500817) の助成を受け
て実施した。 また, 本研究の授業実践を行うにあたり, 
多大なご協力を賜りましたB中学校の先生方, 生徒の皆
様に深く感謝申し上げます。 
附記
デジタル絵本教材 『医薬品はじめの一歩』 は, 公益財
団法人日本学校保健会 (2012) 「自信を持って取り組め
る医薬品の教育一小 ・ 中 ・ 高等学校の実践事例集一」 に
掲載されている。 
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